


山
の
恵
み

モチグザ{ヨモギ) ・は何台、

あると、・IIやまんじゅうを

作コて食ぺた.

収
種
の
時
期
ガ
隈
ら
れ
る
「
旬

の
も
の
」
広
、
乾
物
巴
す
る
こ
と

で
、
一
年
中
美
味
し
く
食
べ
ら

n

る
。

春
巳
採
れ
る
山
菜
の
中
で
、
乾

物
E
す
る
代
表
絡
は
「
ワ
一
フ
ピ
」
。

茄
で
定
後
巴
、
撲
ん
で
は
干
し
て

を
繰
り
返
し
て
作
ら
れ
る
。
量
は

心
J
怠
い
が
コ
ゼ
ン
マ
イ
」
も
、
同
じ

万
法
で
干
す
(
両
方
と
も
茄
で
ず

巴
干
す
人
も
い
る
)
。
こ
れ
ら
の

首
相
物
院
、
煮
物C
姿
を
変
え
る
こ

と
が
多
い
。

現
在
は
冷
凍
保
杏
す
る
「
モ
チ

ゲ
サ
(
ヨ
モ
ギ
}
」
は
、
管
は
普
牲

ソ
ダ
を
入
れ
て
苅
で

E
後
、
天

日
干
し
巴
し
拘
ι。
茄
で
て
戻
し
E

後
巴
草
定
ん
ご

E
し
た
り
、
ま
ん

じ
ゅ
う
や
餅
巴
し
て
食
べ
ら
れ

て
き

E
。

「
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
由
葉
(
オ
ヤ
マ

ポ
ヲ
チ
ご
も
モ
チ
ク
ヲ
の
よ
う

巴
使
わ
れ
る
。
茄
で
て
握
っ
て
団

子
状
巴
し
た
後
に
干
し

E
も
の

ι1
よ
ヘ
状

ウ
仇
ジ

ヨ
吋
ン

B

ピ
U
ポ
1
E

ン
訂
ス
み

カ
川
い
恥L

と
の
メ

ラ
き
と

υ

沼
野
き

M

何
叫
品
開
「
ザ
ト
イ
モ
」
は
茎
の
部
分
ガ
、

乾
物
と
し
て
有
名
両
匂
『
イ
モ
ガ

ラ
(
ず
い
き
ご
と
呼
ば
れ
、
一
年

E
遇
し
て
良
べ
ら
れ
て
い
る
。
茎

の
皮
を
む
い
て
、
天
日
で
干
し
て

作
る
。
サ
ト
イ
モ
は
、
茎
が
青
い

も
の
と
赤
い
も
の
の
両
方
ガ
使

わ
れ
て
い
る
が
、
草
-
ガ
赤
い
も
の

は
、
青
い
も
の
区
比
べ
て
?
ヲ
ガ

少
な
い
の
定
と
か
。
力
ン
ピ
ヨ
つ

の
様
巴
寿
司
の
芯

C
L
E
り
、
煮

物
に

L
E

り
、
油
妙
的
(
妙
的
煮
)

C
L
E

り
し
て
盲
目
・
へ
る
。

そ
の
他
、
「
シ
ソ
の
葉
」
、
「
ト
ウ

ガ
ラ
シ
」
芯
ど
も
干
さ
れ
、
漬
け

物
を
始
め
様
々
怠
料
理
の
?
ヲ

セ
ン
ト
巴
使
わ
れ
て
い
る
。

を
、
も
ち
米
と
一
緒
に
蒸
し
て
、

お
餅
の
中
巴
入
れ
る
。
モ
チ
グ
サ

と
同
じ
よ
う
巴
、
締
蔵
怠
緑
色
巴

晶
『
J
〈
。

秋
の
山
で
芭
く
さ
ん
探
れ
る

キ
ノ
コ
も
、
保
容
用
巴
干
さ
れ

E
。
「
コ
マ
イ
(
マ
イ
タ
ケ
ご
、
「
ノ

ド
ヤ
ケ
(
ム
キ
タ
ケ
)
」
、
「
力
ノ
シ

タ
(
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ
)
」
、
「
ツ
ツ
イ

(
ナ
ラ
タ
ケ
モ
ド
キ
)
」
、
「
カ
ラ
マ

ツ
ジ
コ
ウ
(
ハ
ナ
イ
ゲ
チ
)
」
、
「
コ

ウ
ノ
タ
ケ
ヘ
「
イ
ワ
タ
ケ
ヘ
「
ナ

メ
コ
」
と
種
類
も
豊
富
。

「
シ
イ
タ
ケ
」
は
天
然
物
は
数

万
少
怠
〈
、
栽
倍
す
る
よ
う
巴

怠
っ
て
か
ら
平
寸
ょ
う

C
怠
つ

E
。
同
様
E
、
栽
唱
す
る
よ
う
巴

魚
・
動
物

マ，.シ 鎗はillをむいて、鑓うように渡校日乙

皐"刺して乎した.とれは冷車康保存したも

の.カリカリに続いて粉にする.

囲
炉
裏
や
か
ま
ど
が
葺
く
の

家
庭
巳
あ
っ

E
頃
、
魚
や
へ
ピ
、

力
工
ル
を
捕
ま
え
食
べ
き
れ
怠

か
っ

E
分
勢
」
、
串E
刺
し
て
艶
燥

さ
せ
て
保
害
し
て
い

E
。

釣
り

E
行
く
と
ピ
ヲ
い
っ
ぱ

い
仁
撞
れ
巴
「
ヤ
マ
メ
」
や
「
力
ジ

力
』
を
刺
し
た
串
努
雨
間
炉
喪
や
か

ま
ど
の
近
〈
巴
刺
し

E
り
、
軒
τ

に
干
し
E
り
し
て
乾
物

E
L
E
。

力
リ
力
リ
巳
怠
つ
定
も
の
を
そ

の
ま
ま
禽
へ
る
ほ
か

E
、
出
汁
に

も
し
て
い
巨
そ
う
定
。
中
で
も
力

ジ
力
で
出
汁
を
と
っ
た
、
の
し
こ

み
は
最
高
に
美
味
し
い
も
の

だ
っ

E
と
い
う
。

へ
ビ
で
食
べ
ら
れ
て
い
巴
の

は
、
「
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
』
、
「
マ
ム

シ
』
、
「
ヤ
マ
カ
ガ
シ
」
、
「
ス
ジ
ナ

メ
ラ
(
シ
マ
ヘ
ビ
)
」
。
普
殴
の
禽

事
と
い
う
よ
り
も
、
健
康
食
品
的

芯
意
昨
合
い
で
食
べ
ら
れ
て
い

E
ょ
う
定
。
パ
リ
パ
リ
巳
し

E
も

の
を
モ
の
ま
ま
少
し
ず
つ
食
べ

E
り
、
乾
燥
さ
せ
巴
も
の
を
援
ん

で
細
か
く
し
て
暗
暗
汁
の
中
巴

芯
っ
E

「
マ
イ
タ
ケ
ヘ
「
ヒ
ラ
タ

ケ
」
、
「
ク
リ
タ
ケ
」
怠
ど
を
手
曹

人
も
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
の
し
こ

み
(
ほ
う
と
う
〉
や
昧
闇
汁
、
煮

物
怠
ど
、
多
く
の
料
理
巴
使
わ

れ
て
い
る
。

ワラビ子すと鯛〈怠るが、戻すと元通り

のotさに.Lb'し、翁漬けの方が凪鳴が良い
とのととで.近"作る人が減っている.

畑
の
恵
み

畑
で
丹
精
込
め
て
作
つ
巴
野

菜
。
食
べ
も
の
の
少
芯
〈
怠
る

各
区
向
け
て
、
長
期
保
害
す
る

E
曲
C
麓
物

E
さ
れ
る
。

ま
ず
は
乾
物
の
績
綱
「
ダ
ィ

A

コ
ン
」
。
セ
ン
ド
ツ
キ
と
呼
ば
れ

ヒキガエル見た目はグロ

テスクだSに喋肱鋪腐のよ

う.普は舞軍魯タンパク濠
だった.

入
れ
て
食
べ

E
り
す
る
の
定
ガ
、
重

べ
る
と
気
措
ち
も
身
体
も
元
気
巳

怠
つ
巨
と
か
。

「
ヒ
キ
タ
・
イ
ボ
タ
(
ヒ
キ
ガ
エ

ル
}
」
も
怠
べ
て
い
E
と
い
う
。
一
度

巳
大
量
巳
捕
れ
、
煮

E
り
焼
い

E
り

し
て
食
べ
て
も
余
つ

E
も
の
を
、
乾

燥
さ
せ
て
い

E
。

果
物
・
木
の
実

る
道
具
で
太
い
千
切
り

E
し
て

干
せ
ば
「
切
り
干
し
大
根
」
の
出

来
上
が
り
。
作
る
時
期
限
、
地
区

巴
よ
っ
て
多
少
異
怠
る
が
、
秋
か

わ
ら
春
先
ま
で
。
食
べ
方
と
し
て

噌
h

は
、
水
で
戻
し
て
シ
イ
ヲ
ケ
や
人

日
明
参
と
一
緒E
、
煮
物
E
し
E
り
、

哨
官
油
妙
酌
(
妙
め
煮
)
に
し
起
り
す

団
一
山
る
こ
と
が
幸
い
よ
う
定
。

世
摺
寒
さ
の
厳
し
い
西
山
地
区
で

涜
は
、
「
寒
ざ
ら
し
(
容
干
し
大
理
』

け
恥
ガ
、
舎
で
も
作
ら
れ
て
い
る
。
ま

時
制
ず
、
ダ
イ
コ
ン
の
皮
を
剥
い
て
2

円
融
5
3
セ
ン
チ
の
厚
さC
輸
切
り

幽
下
ふ
は
に
す
る
。
そ
の
後
、
茄
で
て
一
昼

剛
一
…
夜
水
C
さ
ら
し
て
か
ら
、
串

C
刺

相
川
し
て
軒
下
巴
平
す
。
大
根
の
中
の

札
川
水
分
ガ
凍
っE
リ
、
溶
けE
り
を

繰
り
返
し
て
乾
燥
し
て
い
く
。
寒

ざ
ら
し
の
煮
物
広
絶
晶
で
あ
る
。

大
根
は
葉
も
縞
厳
に
し
怠
い
。

「
干
し
麓
」
広
、
葉
を
そ
の
ま
ま
干

し
定
後
巴
、
茄
で
て
細
か
く
切

り
、
握
っ
て
丸
め

E
も
の
を
屋
外

で
凍
ら
せ
る
(
茄
で
て
干
曹
と
こ

E
り
と
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。

「
ク
リ
」
を
干
し

E

「
力
チ
ゲ

リ
」
は
、
そ
の
ま
ま
、
も
し
く
は
焼

い
て
か
ら
食
べ
る
。
も
う
ひ
と
手

聞
か
げ
て
、
煮
詰
め
て
粟
箇
巴
ず

る
こ
と
も
あ
っ

E
と
い
う
。

「
ト
チ
」
も
乾
燥
さ
世
て
か
ら

食
べ
ら
れ
る
木
の
実
だ
。
乾
燥
さ

せ
芭
後
に
、
茄
で
て
か
ら
皮
を
剥

き
、
流
水
巴
さ
ら
し

E
後
、
?
n
J

旗
き
を
し
て
と
、
食
べ
る
ま
で

巴
手
間
と
時
聞
が
出
聞
か
つ
て
し

ま
う
の
が
鑑
点
で
、
町
内
で
舎
で

も
作
る
人
は
ご
く
僅
か
と
怠
つ

E
。
ト
チ
モ
チ
や
粥

E
し
て
食
べ

ら
れ
て
い
る
。

果
物
で
干
す
も
の
と
い
え
ば
、

『
干
し
柿
」
ガ
す
ぐ
に
思
い
浮
か

ぷ
。
舎
で
も
作
ら
れ
て
‘

.
v

い
る
干
し
柿
だ
が
、h
E
'

上
湯
島
で
は
、
皮
を
晶
園
田
園
・
E

剥
い
E
柿
を
串
巳
L
』
園
園
田
園
塩
田

市
個
刺
し
て
、
市
山

a
司
凶
・
・

串
連
ね
て
作
っ

-
E
F
J

圃

巴
干
し
柿
を
、

M
-
-
-
-
E・
目

奈
良
回
E
売
り

4
・
・
・
・

2

i」
・
・
・
・
・
司
、
瞳
作

巴
行
っ
て
い

E
、
と

i
a
・
司
締
問
、

い
う
話
も
残
っ
て
い
る
。
札
担
制
時

「
柿
由
皮
」
も
捨
て
ず
巴
平
し
て
、

粉
巳
し
た
後
、
コ
ウ
セ
ン
に
入
れ
て

食
べ

E
そ
う
定
。
舎
で
も
、
甘
み
を

出
唱
す
た
め
巨
大
根
の
漬
物
C
入
れ

干し蔑(下》 餅つきの際、餅

米を蕪した残りの濁で箆鰻

した大銀穫を衝でで作り E

月の桜嫌tζ使うのが定番

-.，;-~孟品、三、

2・ざらし(上) 水にさらすためダイコ

ン本来ゆ凪暁は簸けるが色が突し〈

昭事も良〈しみ込む.

切り干しダイコン左の..奥がセ〆ドツネ.

畳近は家物ばかりでな〈、サラダなどにして

も食べられる.

ろ
も
あ
る
ら
し
い
〉
。
昨
噌
汁
巳

入
れ
て
食
べ
る
と
、
殊
の
ほ
か
美

疎
し
い
の
芝
と
か
。

続
い
て
は
「
サ
ツ
マ
イ
モ
」
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
遣
い
、
踊
り
や
す

い
た
め
に
干
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
皮
を
剥
い
て
茄
で
芭
後
巴
、

太
い
も
の
ほ

5
ミ
リ
く
ら
い
の

厚
さ
E
切
っ
て
干
し
て
「
キ
ッ
ポ

シ
」
に
。
そ
し
て
細
い
も
の
は
、
切

ら
ず
巴
干
し
て
「
丸
平
し
」
巳
す

る
。
乾
燥
し
E
も
の
を
そ
の
ま
ま

食
べ
る
ガ
、
昔
日
余
つ

E

も
の

を
、
百
辛
〈
煮
て
禽
へ
た
り
も
し

置
と
か
。

サツマイモ写真は「キッポγJ の

方...まり園くなら2まいうちに食べ

る人もいる.子どもたちのおやつ.

EJ
民

ヨー...

そ

の

他

、

「

イ

チ

ジ

ヲ

」

も

乾

燥

さ

せ

て

そ

の

ま

ま

食

べ
E
。

「

ウ

ル

ミ

」

臥

干

し

て

州

市

っ

E
後
E
実

を

取

り

出

し

、

そ

の

ま

ま

食

べ

E

り

和

え

物

巴

入

れ

芭

り

、

砂

摺

帽

を

絡

ま

せ

巨

り

と

、

舎

で

も

様

々

に

食

べ

ら

れ

て

い

る

。

米

・

餅

『

お

餅

」

を

乾

燥

さ

せ

て

錫

げ

れ

ば

「

お

か

き

」

の

完

成

定

。

お

や

つ

と

し

て

、

砂

稽

や

塩

を

ま

ぶ

し

て

食

べ

る

。

餅

蝿

き

の

際

、

伸

し

て

切

っ

た

と

き

巴

出

巨

硝

っ

こ

の

部

分

や

、

鏡

餅

を

割

つE

t

uの

安

是

・

し

て

、

お

か

き
E
す

る

の

が

一

般

的

苦

ガ

、

お

か

き

用

に

豆

餅

を

薄

〈

切

っ

て

、

干

す

人

も

い
E
と

か

。

ま
E
炊

い
E
ご

飯

ガ

宗

つE

ら

、

水

で

洗

っ

て

天

日

干

し

巳

し

E

『

干

飯

」

を

作

っ

て

、

保

存

し

て

叫

は

ふ

いE
と

い

う

。

場

げ

て

砂

糖

E
ま

仙

ま

ぶ

し

、

お

や

つ

代

わ

り

E
禽

へ

て

同

咋

闘

い

た

そ

う

だ

。

ぷ

同

一B

E

E

S

2

2

u

以

下

の

チ

な

崎

市t

3

0
、

。

聞

き
E

3

E

b

b

-

こ
-

t

J

E

J

ミ

ト

う

闘

7

;

i

i

;

:

1

4

1

i

f

ご

凶

陪

引

“

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

!

深

沢

修

て

兎

沢

恵

子

深

沢

守

、

深

沢

賞

、

震

双

発

厳

湯

村

量

岨

悶

渇

村

玉

立

{

以

ト

宍

西

山

地

区

て

望

月

伊

"

子

望

月

健

市

賞

品

字

、

鍾

月

信

子

{

以

上

て

匂

局

地

区

)

X敏

格

闘

時

ι地

区

別

伝

五

+

音

順 平した餅写実はアカモロコシが入っ

た餅Lほんのリピンク色が鍵しい.



J
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@キッチンペパ
などで水気を筑き取

り、いしづきを切る.

~噛む Zラ T惜の旨・車 E食事

平し時茸のづ弓イ
干し椎茸をフライに 7 ちょっとピッヴりされるかもしれま

せんが、これが本当に美味しいんです.奈良国の温泉旅館 白

根館で教えてもらいました.干し椎茸の歯ごたえと旨味が、フ

ライとベストマッチ.子どもも大好き、ご家庭の定番メニュー

に怠ること間違いなしです.

.初潤何人前) ・作り方

干し権鳶/8 つ

生男/2111

小麦粉/適星

パン粉/適量

塩こしょう/通畳

ザラダ鴻/適量

@溜こしょうをする. 0小愛粉、卵.パン粉 @ザラダ泊で、キツネ

の廟で、衣をつける. 色になるまで婦げる.
山の幸 -a・辛しい本苛 L

芋茎の巻き毒司

干し権震を.しょう泊、砂・で窓たものをフライにしたり‘

纏茸の内側に島のひ雪肉を臨めて婦げるのも"ススメ.

芋茎在巷き寿司の芯に使うのは、町内でも一般的ですが、今

回、雨姻の望月伊努子さんに作っていただいたのは、切り口が

お花などの模織になるお酒落な巻き寿司。芋茎以外の食材も、

どれも自家製のものばかり.山の中の早川町で、こん立に美味

しく見た目もきれいなお寿司に出会えて感動です!

-材斜 1 3>区分)

芋茎/200

子し権茸/3検

〈字軍と干し纏貨の黛汁}

だし汁/25Ckc

ーしよう泊/大さじ 3

砂舗/大さじ 3

みりん/大さじ 3

{その他の異材〉

育家/一束

卵/2 つ

小梅の酵漬け/逼量

すし飯/1.5 合

すし淘苔/3紋

-作り方

@芋墓をたっぷりの"'で臣し 130 分が目安

だが、太さ広どによって時間 l;l変わる)、

流水で説い水気を絞る.

@あら泊、じめ戻しておいた干し縫鷲をスラ

イスし、手蔓と一緒に分IIIの窯;十で煮て、

冷ましておく.

@育譲l三茄で、卵I;l薄続きにし、 1αn程度の

舗に切る.小梅の露漬けI;l覆を出し刻んで

おく.

。巻きすの上に沼釜を磁き.すし飯と奥材

をお好みで豪ぜて巻<.

@適当怠厚さに切って、皿に盛る.



早川常的新主 -rA渇

察 "to;; しの巾着

@おでん出汁に入札

弱火で三とこと乗る.

担分程度で食べられ

るが、あとはお好みで。

@油燭げの口を扉恩

釘りにし、口が聞かな

いように楊筏で縫う

ように止める.

@泊燭げの中に、まず

生卵を入才丸その後三

ツパ以外の符料を入れ

ていく.

.作り方

寒ざらしは一般的に煮物にして食べられますが、同じ煮物

でもひと手間加えたのがこの巾着。奈良田の里温泉の深沢夏

子さんに教えていただきました。作り方もいたって簡単.新し

いおでん種として、ご家庭でもウケること間違いなしです。

.材料 (4 人前)

泊燭げ/4 牧(舗を切って袋状に)

寒子大線/4 つ(Ii!して半分に切る)

生卵/4 個

子し縫主主/4 コ(戻してスライス)

くずきり/適量(毘しており E可 ぜ

ツナ缶/1......2 缶 II J
ミツバ/茎の付いたもの適量(簡でておき、盛りつけ時に巾着の

とじロをしばって見た目をきれいに)

おでん出汁/遁畳(鰹節昆布干し維茸などで出;十をとり、

しょうゆ みりんで旅付け.市販の出汁でも OK)

,

J
※シ チキンを鳥もも肉 〈ずきりをしらたきなどでも

0ぷ.その他奥初もお好みで.恵ざらし自体..昧が淡白鉱

ので旨味やコクの幽るものが'"すすめ.

早川旬の直送便|目
百聞はー食にしかず!?

「椎茸・芋茎・大根の乾物セット」

本文中でいろんな乾物をご紹介しましたが、「百聞は

食(見)にしかず」です.早川でなじみのある干し椎茸、島

根芋の芋茎、寒干大根をセットにしてお届けします。ご紹

介したレシピも、このセットで全部作れちゃいます.

干し椎茸は春の、芋茎は秋の、寒干大根は害の風物詩。

乾物ならではの、旨みと風味をお楽しみ下さい.干し椎茸

は出汁や煮物に、芋茎は大巻きや煮物に、寒干大根は煮物

やお味噌汁でどうぞ.

内容量/寒干大根 100gX 1 袋(大根 2 本分以上)

干し椎茸 80gx 2 袋

島根芋の芋茎 25gx 2 袋のセット

価格/通常 2，020 円・会員 1 ，820 円+送料 740 円

発送/3 月 1 日より注文順に発送

締切/3 月 29 日(月)

注文・お問い合わせは「ゃまだらけ編集部」まで

[電話10556-45-2101 (9,00-19,00) Iファックス J 0556-45-2268 Iメール] shOP@Joryuken.net

いずれも蓮文者氏名、住所電話番号、お送ワ先氏名住所電信番号、商品名数畳をご連絡下さい.ファックスメールでお申込の

綱合、街り返しご連絡いたします. 3 日経っても連絡が広い場合 l;t，お手数ですが電信でお閉会せください.支払い，.、商品と 繍に

請求.をお送りしますので、指定の金融機関へお鑑込みください.

×会員とは、早川ザポーターズクラブ、及び NPO ;:n人日本よ流文化圏研究所の会員のことです.
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40 号特集 (4 月上旬お届け)

「早川デザインブック」
ゃまだらけも、創刊から 6 年半.次

号でいよいよ 40 号を迎えます.そん

な区切りの次号!率、綱策BI!にとって新

た~~鹿嶋'なんと、早川をデザインと

いう切り口から見ていきます.

厩?看複?工芸品?建 "1 それと

も人生 2宣言十?この阜川町のいったい

どこに.どん怠にすばらしいデザイン

があるというのでしょう..集修も今

のところ全〈見当がつきまゼん'

'I 圃集畏、そんなことで大文夫か~り

『そんな心 Eしちょし.何とかはるで

し~.お棄しみにり

;言語器搭 ;ii(R16 日]

..変

"に'"、看Iiが"置されている.
手闘の烹肉仮に、 F察良図」と

'JO~むの文字が後み取れる.

0・膨淘ホ潅}

今回 l立大ヒットでした. (中略 I !野鳥公園や園畑、

山林の四季の野鳥の峰子‘見方(野鳥を遺〈から

でも判別できる特徴}の特集があったらいいな.

野島観療 I~ 早"がペスト .9 時前でも慨嘆できる

ことを皆に知らゼて 1ましい. (晶1II IKM さん)

自然の特徴、垂直分布'"ど見やす〈勉強に怠り

ます.季節ごとの・"を使った‘自然の中での遊

び方怠どが知りたかった.木の実怠どの活用法、

食、緩怠どの情報も .u 、王子市 K さん}

早川町田四季を通じての自然界の変化{動植

物)を取り上げて下さい.1lI~議しみにしていま

す.少しずつ早川町が理解できるように拡ってま

す.Ia.川区、 T さん}

.集積お便 'J ありがとうございました.働植物

や自然についてほ、今後も終織を組んでいきたい

と思います.早川の.らしの原点ですから.

つェストンが宿泊し

た西山温娘簿業盤.
当時の...がそのま
ま残されている.

業uω ・~ら
也、~~・から~
崎温陥益備され

て~り康管ん.

事貧困

伽読者の声

E考観 .

•N

..からの健盟
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